
　

平成２７年度広島大学理学部数学科

編入学試験学力検査問題

数 学

微積分，線形代数 （５問）

平成 26年 7月 11日
自 9時 00分
至 12時 00分

答案作成上の注意

1　 この問題用紙には，微積分と線形代数の問題が計 5問ある。総ペー
ジは表紙を入れて 6ページである。

2　 解答用紙は 5枚（表面）である。解答はすべて問題番号と同じ番号
の解答用紙の所定の場所に記入すること。

3　 下書用紙は，各受験者に 2枚である。

4　 受験番号は，すべての解答用紙（１箇所），下書用紙（１箇所）の
所定の欄に必ず記入すること。

5　 配布した解答用紙，下書用紙は持ち出してはならない。
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［1］ 2 × 2行列Aは，固有値 1に属する固有ベクトル
(

2

−1

)
と固有値 4に属す

る固有ベクトル
(
−1

1

)
を持つとする。また，2 × 2行列Bを

(
1 0

0 4

)
によ

り定義する。以下の問いに答えよ。

(1) 2× 2行列P でA = PBP−1が成り立つようなものをひとつ見つけよ。
（答だけで良い。）

(2) 行列Aを求めよ。

(3) 2 × 2行列XでX2 = Bとなるようなものを全て求めよ。

(4) 2 × 2行列 Y で Y 2 = Aとなるようなものはいくつあるか。また，そ
のような Y をひとつ見つけよ。

(5) 2 × 2行列ZでZ2 =

(
0 1

0 0

)
となるようなものを全て求めよ。
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［2］ 以下の問いに答えよ。

(1) 広義積分 I =

∫ ∞

0

dx

1 + x2
の値を求めよ。

(2) J = lim
x→0

log(1 + x2)

x
とおく。J を求めよ。

(3) 定数C > 0とR > 0が存在して x ≥ Rならば log(1 + x2) < C
√

xとな
ることを示せ。

(4) 広義積分K =

∫ ∞

0

log(1 + x2)

x2
dxの値を求めよ。
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［3］ a ∈ R に対し

f(





x1

x2

x3

x4




) =





1 1 1 a

1 1 a 1

1 a 1 1

a 1 1 1









x1

x2

x3

x4





で定義される R4 の線形変換 f を考える。以下の問いに答えよ。

(1) f の像および核の次元を求めよ。

(2) a = 0 のとき，f の逆写像に対応する行列を求めよ。

(3) 次の基底に関する f の表現行列を求めよ。









1

1

1

0




,





1

1

0

1




,





1

0

1

1




,





0

1

1

1









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［4］ a1 = 1， an+1 =
4

an + 4
で定義される数列について，以下の問いに答えよ。

(1) 任意の自然数 nに対して，4

5
≤ an ≤ 1 を示せ。

(2) bn = an+1 − an とする。級数
∞∑

n=1

|bn| が収束することを示せ。

(3) 数列 {an} が収束することを示し，極限値を求めよ。
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［5］ 以下の問いに答えよ。

(1) f(x) =





x2 sin

1

x
(x '= 0),

0 (x = 0),
とする。

(i) f(x)がRで微分可能であることを示せ。
(ii) f(x)の導関数 f ′(x)が x = 0で連続であるか否か理由もつけて答
えよ。

(2) g(x)は開区間 I ⊂ R上の微分可能な関数とし，a, b ∈ I は a < bを満
たすとする。

(i) g′(a) < 0 < g′(b)とする。g(x) は a < ξ < bを満たすある ξ ∈ R
で閉区間 [a, b]での最小値をとることを示せ。また g′(ξ)を求めよ。

(ii) g′(a) < k < g′(b)を満たす任意の k ∈ Rに対して，g′(η) = k,

a < η < bを満たす η ∈ Rが存在することを示せ。
(iii) g′(x)が I で狭義単調増加であるならば，g′(x)は I で連続である

ことを示せ。
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